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　目　的
この活動は、生徒･学生に野外で動植物にじかに触
れる機会を与え、その体験を通して生物と地球環
境への関心と理解を育み、未来を先導する人物を
育成しようとするものである。

　活動内容
活動したプログラムは以下の 2種のフィールドワークである。

公開講座　
マングローブ林から

見た環境問題

（琉球大学西表実験所　所長

馬場繁幸教授による講演）

これからの展望　
１の一貫校連携臨海実習においては、中学・高校・大学の参加者が自然にと
もに学び、教えあう状況が見られ、義塾の学塾たる精神が良く反映されてい
ると感じられた。30名位までの定数はあるものの普通部・志木高のみならず、
多くの一貫校からの参加を募って行く。また、場所も複数の候補地を用意し
て巡回的に開催する事を検討し、今後も継続していきたい。
２の西表島実習についても、多くの参加希望者があり、参加者の評価も高かっ
た事から、更に内容の充実に努めつつ継続していきたい。但し、旅費や宿泊
費についてはこの基金の補助のような支援を得ることが不可欠であり、安定
的な継続のためには大きな課題である。

背　景　
環境問題は、現在地球規模で重要･危急に取り組むべき問題
で、生態学のみならず政治・経済・法律などが複雑に絡ん
だ学際的な問題でもある。塾生は、将来様々な意味でこれ
ら諸問題の対策や解決に関与することになる。そのため、
早期から体験授業によって野外で直に野生動植物に触れ、
自然の現状を知り、自然の大切さを体感しておくことは非
常に有用と言える。この活動は、このような多面的な視野
を得る機会として一貫校連携の臨海実習と西表島で行う実
習の２つのフィールドワークを計画した。

１．一貫校の生徒と大学生による合同臨海実習
（８月16日から18日、横浜国立大学附属理科教育施設 ; 真鶴）

２．全学部生を対象とした亜熱帯圏での野外実習
（７月29日から８月２日、琉球大学熱帯生物圏研究センター

西表実験所；沖縄西表島）


